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「2030年には新築戸建の平均でZEHを目指す」という政府の目標に対し、先を見据えた、
ZEH水準を上回る高性能な住まい注１が標準です。

■ 導入概要

■ 背景：2030年の先を見据えて、解決すべき３つの課題

地球温暖化やエネルギーへの不安

激甚化する自然災害への不安

多様化する暮らしへの対応

注１ 住宅性能表示制度における、断熱等性能等級６を満たす性能（ZEH水準は等級５）及び、一次エネルギー消費量等級６（ZEH水準：20%削減）を
上回る30%削減を満たす性能を示す。



■ life style KURASI’TE（ECOハイグレードモデル）の特長
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高い断熱性能と電気を自給自足できる設備

自然災害に備えられる安心の鉄骨構造

大空間リビングで思いのままに暮らしをデザイン

■ さらに 、安心・安全な住まいのために、トータルでご提案

建てた後の維持費をしっかり抑える（高耐久な外壁材など）

災害時の停電に備えた電力をバックアップ（太陽光発電＋蓄電池、V2H（Vehicle to Home）など）

人にも環境にもやさしい（空気や温度の対策など）

※年単価とは、建築費などの初期費用、光熱費、
メンテナンス費を住む年数で割った金額

※建築物省エネ法のH28年省エネ基準を示す

※

ZEH水準
に比べて

53%
削減
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